畳ワールド  (２０１０)
マイケル・バトラー
１９５８年オーストラリア生まれ
インスタレーション
不定形
芯材：インシュレーションボード
表面：いぐさ、セキスイ美草（ポリプロピレン＋炭酸カルシウム）
畳縁：ポリエチレン糸×エステル糸×ポリプロピレン糸交織　　　　
所有：白山市、藤枝市
畳ワールドは、マイケル・バトラーによってデザインされました。そして、２００９年にペンリスリージョナルギャラリー/ルワーズ記念館において初めて展示されました。（レオ・タオイの援助でインストールされました。）
マイケル・バトラーは、シドニーを拠点とするアーティストで、彼のアートは、素描、コラージュ、インスタレーションと多岐にわたります。繊細で何かに取り憑かれたように構成された物語的な作品は、フランドル・北欧地域の中世・ルネサンス時代における宗教絵画とダダイスト的なコラージュからインスピレーションを得て、制作されています。
端的に言えば、マイケル・バトラーの畳ワールドは、構成設定と抽象化の実践です。しかしながら深く解釈すると、芸術の正当さと価値についての問いかけが明らかになってきます。なぜなら、普段は足元にあるもの（ローアート）を壁に飾られる美しいもの（ハイアート）に、巧みに変容させているからです。このように、彼の作品は、単なる物体にも審美の対象にもなる事物の二面性を象徴的に表現し、美と凡庸を分かつ紙一重を探求しているのです。
